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６．成果の要約   

収穫作業までの一連の延作業時間（補助作業含む）は、5.42時間/10 a/人（畦畔管理時間除く）と

なり、文献値よりも長時間となった。また、作業内容のうち、特に鶏糞散布および排水対策（明渠

）に係る時間が文献値と比べ長時間であった。収穫調査について、黄熟期では乾物茎葉重および生

雌穂長は両区で有意差はなかったが、生雌穂直径は処理区で有意に大きく、乾物子実重は処理区で

有意に多かった。完熟期では、いずれも両区で有意差はなかった。とうもろこし子実の飼料成分値

およびエネルギー推定値（完熟期）は、いずれも両区で有意差はなかった。 

 

７．目 的 

水田転作作物の一つとして、山口市内を中心に子実用とうもろこしの栽培面積が増加しており、

令和元年７月に、耕種農家，畜産農家および関係機関が参画する「山口市子実コーン地域内循環型

生産・出荷協議会」が設立され、生産・供給体制が構築されている。そこで、転作田での子実用と

うもろこしのさらなる生産拡大を目的に、湿害防止のための心土耕盤破砕による生育等への影響や

汎用コンバイン＋コーンヘッダーによる作業能率を実証評価し、転作田での子実用とうもろこしの

栽培方法および収穫体系を確立する。 

 

８．主要成果の概要及び考察 

 １）収穫調査（黄熟期・完熟期） 

黄熟期では、乾物茎葉重および生雌穂長は両区で有意差はなかったが、生雌穂直径は処理区で

有意に大きく、乾物子実重は処理区で有意に多かった。完熟期では、いずれも両区で有意差はな

かった（表１）。 

 ２）とうもろこし子実の飼料成分値およびエネルギー推定値（完熟期） 

  いずれの項目について、両区で有意差はなかった（表２）。 

３）子実とうもろこし栽培に係る作業時間 

  収穫作業までの一連の延作業時間（補助作業含む）は、5.42時間/10 a/人（畦畔管理時間除

く）となり、文献値よりも長時間となった。また、作業内容のうち、特に鶏糞散布および排水対

策（明渠）に係る時間が文献値と比べ長時間であった（表３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．主なデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


